
ゆすの里 地域連携推進会議議事録 

    

○実施日：令和 8 年 2 月 24 日(火) 

○実施場所：ゆすの里 会議室 

○構成員：施設利用者：2 名  

利用者家族：ゆすの里 家族会会⾧ 

     地域の関係者：妙円寺３区自治会副会⾧ 

     市町村担当者：日置市障害福祉課 障害福祉係 職員 

            日置市障害福祉課 給付係 職員 

○職員出席者：大野園⾧・横山副園⾧兼総務課⾧・田中支援課⾧・ 

梅木主査作業療法士兼主査支援員(サビ管)・稲田事務主査兼主査支援

員・中馬支援員(サビ管) 

 

１、園⾧あいさつ 

地域連携推進会議について、国の制度改正に伴い今年度から開催が義務付けられたもので

あり、地域の関係者との連携により施設運営の透明性向上とサービスの質向上を目的とし

ていることを説明した 。 

 

 

２、参加者自己紹介 

 

 

３、施設概要説明(別紙資料参照) 

・施設概要とサービス内容の説明 

・利用者の年齢構成と障害種別の内訳 

・就労支援の取り組みと実績 

 

 

４、質疑応答 

Q：自立訓練の標準利用期間終了後の進路について教えてほしい。 

A：地域移行を目指しつつ、就労継続支援 B 型への移行や生活介護への変更を個別に検討

している 。 

 

Q：就労セミナーの実施状況を教えてほしい。 

A：「障害者雇用支援月間」である 9 月に、毎年、同法人の「かごしま障害者就業・生活支

援センター」の職員を招いて実施している。例年 20 名程度の利用者が参加し、就業に向



けてどのような準備が必要か等について説明を受けた後、個別相談会を行う内容となって

いる。 

 

Q:65 歳以上の利用者の介護保険制度への移行について状況を教えてほしい。  

A：介護保険の手続きを進めながら、デイサービスや介護施設への見学同行を実施してい

る。 

 

 

５、施設見学 

 

 

６、意見交換 

Q：ADL 室の利用頻度はどのくらいか教えてほしい。  

A：ADL 室は、一人暮らしを目標とする利用者を対象としているため該当者が少なく、年

間の利用は 1 回程度にとどまっている。施設としては活用を進めたいものの、現状では対

象となる利用者がいない状況である。 

 

Q：施設の利用期限はあるのか。 

A:機能訓練は１年半、生活訓練は２年と定められている。生活介護について利用期限は特

にないが、65 歳になると介護保険の対象となる施設へ移行する場合が多い。 

 

Q:グループホームに施設移行される利用者の割合はどの程度か。 

A：おおよそ 2 割程度。 

 

Q：利用者から意見はないか。 

A：(利用者１)入所して十数年が経つ。事故当初は、「一生寝たきりになるかもしれない」

と説明を受けていたが、リハビリ等を続けたことで、現在は麻痺の状態で生活できてい

る。 自分でできない部分は職員に支援してもらうというスタンスで過ごしており、特に困

っていることや意見はない。 

 

A：(利用者２)先の不安はあるが毎日楽しく過ごしている。 

 

Q：ゆすの里では、70 歳を超える利用者が数名いらっしゃる。 

日置市として、後期高齢者に該当する方についても、障害者支援施設での支援を認めてい

る事例があるのか。 

A：実状としてある。その方の特性に応じて判断している。 



Q:虐待防止委員会の実施状況を教えてほしい。 

A: 外部講師を招き、年に 1 度実施している。 

幸いなことに、ゆすの里では現在のところ虐待と判断される事例はないため、研修では事

例を設定し、「この場合どのように対応するのが適切か」「この対応は虐待に該当するか」

などについて議論を行っている。 

同日に参加できなかった職員には、参加した職員から内容を共有する場を設けている。 

 

 

７、その他 

・次回の地域連携推進会議では苦情解決の仕組みや第三者評価の結果について報告する予

定。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


